
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津津津軽軽軽広広広域域域連連連合合合だだだよよよりりり
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Vol.41 

7 月 27 日（土）より 

津軽広域連合は、弘前

駅前の HIRORO（ヒロ

ロ）3 階ヒロロスクエ

アに移転しました。 

【連絡先】 

〒036-8003 

弘前市大字駅前町 9 番地２０ ヒロロ３階 

  電   話 0172-31-1201 

  ファックス 0172-33-2201 
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代官町 

イトーヨーカドー 

弘前市立病院 

ベベスストトウウェェススタタ

ンンホホテテルルニニュューー

シシテティィ弘弘前前

土手町 

駅中央口

▼ 

 JR 弘前駅 
アプリーズ 

ヒロロ 

ＨＩＲＯＲＯ 

ここです。 

 
親子が全身全力でスキンシップ

小関 潤子 （登録№８０） 

◎平成２５年６月１日（土） 

◎おおわに文化幼稚園（大鰐町） 

◎参加者／２６名 

（園児及び園児の父母など） 

講師の指示で園児は裸足になり、親子向かい

合っての準備運動が開始されました。次に「イ

チ、ニの、サン！」の掛け声でリズムよく行う

様々なジャンプゲームや新聞紙で作った剣で

相手のお尻を叩く「鬼ごっこ」、空気を入れた

ゴミ袋をボールに見立てキックやヘディング

に挑戦しました。 

さらに、バランスボールの要領で、この袋に

大人と子供で乗ります（写真）が、二人で座る

のはかなり大変な様子で、会場は終盤まで歓声

が絶えませんでした。 

講師から「幼い頃の遊びの中で、全身でリズ

ムを取ることや体のバランス感覚を磨くこと

が、将来の運動能力の向上に重要だと考えられ

ています。今回の遊びでは、これを取り入れて

います。機会があれば、今後も親子の遊びに取

り入れて欲しい。」とのアドバイスに、参加者

は熱心に耳を傾けていました。    

周 辺 図

（津軽の名人・達人講師派遣事業） 

    



 

  地域にある特徴的なものは、動物・植物・風景・祭事・

食べ物など、何でも地域資源になります。活用次第では

地域の魅力を向上させる可能性を秘めています。 

あなたも、地域資源特派員に登録して、津軽広域連合

圏域（弘前市、黒石市、平川市、藤崎町、板柳町、大鰐

町、田舎館村、西目屋村）内の、テーマに合った身近に

ある「ちょっといい感じ…」のものを撮影し、レポート

にして紹介してみませんか。 

ご報告のレポートは、地域資源としてホームページや

広報紙に随時掲載いたします。 

特派員の登録を希望される方は、津軽広域連合のホー

ムページから申込書をダウンロードして、必要事項記入

のうえ送付してください。ダウンロードできないときは、

津軽広域連合にお問い合わせください。 

津軽広域連合圏域内に在住、在勤または在学している

方であればどなたでも登録できます。 

 

Ｈ２５.３.２３ 田舎館村川部

遅い春、外は寒いので公民館に巨大数珠の準備中です。 

神々にお供えをして、鉦をたたく人、数珠を回す人、十数 

人が「ナムアミダーダ・ナ 

ムアミダ・ナムアミーダブ 

ツ・ナムアミダ」を千回唱 

えながら十日間の念仏講も 

終わりました。   

（アートの岩間／田舎館村） 

※ 新テーマ（あなたのまちの“奇祭・奇習”）は、地域ならではの、

あるいは地域では当たり前の習慣・祭事が、初めて見る人には独自

性のある奇異な情景に写ることから「奇祭・奇習」としましたが、

地域の貴重で伝統的な風習などにスポットを当て、後世に記録とし

て残したいという意図で加えたテーマです。

 

７月 6 日（土）、Ａコース３８名、Ｂコース４０名の参加により、

ふるさと探訪バスツアーを実施しました。Ａコースは東和電機工業

（藤崎町、下写真）、ふるさとセンター（板柳町）、瑞楽園（弘前市）、

革秀寺（弘前市）、白神山地ビジターセンター（西目屋村）を、Ｂコ

ースは古懸山不動院国上寺（平川市）、茶臼山公園の俳句の小径（大

○ツアーでなければ、入れない施設。

知らない分野の話は興味深い。 

○工場の大きさに圧倒された。 

○ハイテク技術に感心した。 

鰐町）、津軽伝承工芸館（黒石市）、中世陶芸の郷津軽烏城焼（黒石市）、刀鍛冶作業場（田舎館村、下写真）、第１田んぼアート（田

舎館村、下写真）を訪問しました。 

当日は、小雨明けの空模様で蒸し暑い状況でしたが、参加者たちはものともせず、訪問先でのガイドの話に真剣に耳を傾け、あ

るいは質問し、身近にありながらも、あまり訪れる機会のなかった隠れた名所を心から堪能した様子で、ある参加者からはツアー

全体について「ふるさとに素晴らしい財産があることを再認識した。」との感想を頂戴しました。このほかにも様々な感想をいただ

きましたが、今回、新たに訪問地となった３か所について写真と参加者の感想などの一部を紹介いたします。 

○天候の都合で作業場に入れなかった

のが残念。 

○本物の刀を拝見する貴重な体験に感

動した。 

○刀のズッシリとする感触に驚いた。 

○毎年見学に来ているが、年々素晴ら

しくなる。今年は最高の出来だと思

う。 

東和電機工業 刀鍛冶作業場 第１田んぼアート



 

平 成 ２ ５ 年 第 １ 回 

津 軽 広 域 連 合 議 会 臨 時 会

７月２４日(水)、弘前地区消防事務組合消防本部に

おいて、平成２５年第１回津軽広域連合議会臨時会が

開催され、欠員となった議会運営委員に工藤光志議員

（弘前市）が選出されたほか、議員派遣について原案

どおり可決されました。 

平成２５年６月に弘前市議会から新たに選出された津軽広

域連合議員を紹介します。

野村
のむら

太郎
たろう

議 員  工藤
くどう

光志
みつし

議 員  下 山
しもやま

文雄
ふみお

議 員

 ○平成２５年度歳入歳出予算額  （千円、％） ○平成２４年度歳入歳出予算執行状況   （千円、％）

審査会委員へ辞令を交付しました。 

４月６日（土）、ホテルニューキャッスル（弘前市）において、津軽広域連合介護

認定審査会及び障害程度区分判定審査会の平成２５年度辞令交付式を開催し、鳴海

広道副広域連合長（黒石市長、写真左）より、介護認定審査会１５０名を代表して

算用子
さんようし

暁美
あ け み

委員（写真右）に、障害程度区分判定審査会２０名を代表して工藤貴光

委員に辞令が交付されました。任期は平成２７年

３月３１日までの２年です。 

引き続き行われた各審査会全体会（組織会）で

は、介護認定審査会会長に田村瑞穂氏と障害程度

区分審査会会長に成田俊介氏がそれぞれ再任さ

れています。 

津軽広域連合では、委員５名からなる審査会 

で、要介護認定審査及び障害程度区分判定審査を、１年を通じ月曜日から木曜日ま

で、主に夜間に実施しています。平成２４年度の審査件数は、要介護認定審査では

２１，７６５件、障害程度区分判定審査では８７５件となっており、年々少しずつ

増加しています。 

なお、このほどの関係法令の改正で、障害程度区分判定審査会の名称は、平成 26

年 4 月 1 日から障害支援区分判定審査会に変更されます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：00～17：00 

イオンタウン弘前樋の口店にて開催！！   

 

0 1 7 2 - 3 1 - 1 2 0 1

 津軽広域連合

水葵とセキレイ  

Ｈ２４.８.３１ 弘前市浜の町 

細い水路に水葵の群生を見つけた。夏から秋 

にかけて水辺に咲く、紫色の花であるが、この 

花は１日で枯れるらしい。  

花の傍らには、１羽のセキレイが小首を傾げ 

て佇んでいた。              （しよくん／弘前市） 

   

（28 日のみ） 

 

（29 日のみ） （29 日のみ） 

 

津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館

村・西目屋村の８市町村により、要介護認定及び障害程度区分判定審査・ソフ

ト事業などの様々な事務事業を共同で実施する 特別地方公共団体です。 

土 日

 

中野もみじ山の情熱の赤 

Ｈ２４.１１.１８ 黒石市南中野

中野もみじ山は、毎年すばらしい姿で迎え

てくれます。「私は赤」「僕は黄色」と木々の

声が聞こえてくるような、すばらしいひと時

を過ごすことができました。 

また現地のスタッフの対応からは、もみじ

以上のおもてなしの心が伝わってきました。

中野もみじ山は日本一です。 

相 馬 ダ ム  

H２４.１０.３１ 弘前市沢田 

ダム手前の屏風岩です。作沢川が下を流れ、 

木の成長で岩が目立たないが、かつては津軽 

十景の一つで、当時は藤が垂れ下がり見事で 

あったようだ。里山にしては自然が多く、ダ 

ム周辺の小公園は春秋の行楽に適している。 （くろがたき／弘前市）

（松谷 恭／弘前市）


